
９月は残暑が厳しかったため熱中症対策に追われたり、県内では台風１３号に伴う記録的大雨の被害を

受けた地域も多く、あらためて防災や健康・安全の意識を強めた時期でもありました。そんな中、前期再開と

ともにたくさんの行事や体験活動が行われました。子どもたちならびにご家族の皆様におかれましては、夏休

み中の学習の振り返りを糧にステップアップを図り、１０月の前期まとめに向けて、規則正しい生活と健康保

持、交通事故防止に留意し、学校生活を送るようお願いいたします。

＜第５号は、夏休み中の記事を一部加えて、９月のできごとを紹介いたします。＞

９月1日は防災の日、そして９月は台風が多いことからも防災月間であるため、本校では毎年９月の学校再開時に地震

・火災を想定した避難訓練を実施しています。今年は雨天順延により、５日（火）に実施いたしました。今年度初めての業

間の休み時間中の個々の遊び場での避難行動により、「自分の身は自分で守る」をねらいに実施しました。休み時間であ

っても教室の机の下にすばやく入る動作や、遊具付近やグラウンドでの安全確保が速やかに出来ました。

下写真：「トリプルアイプロジェクトの皆さん

９月２７日（水）には、東日本大震災の教訓

を、震災を知らない次世代につなげようと、

発生当時に旭市の中学生だった有志団体

「トリプルアイプロジェクト」が昨年に引き続いて、

４年生を対象に防災教室の出前授業を開い

てくれました。旭で地震・津波被害があった

体験談から当時を詳しく知ることができ、防

災クイズや新聞紙で避難所用簡易スリッパ

作りをしながら、地震や津波等への防災の

意識を高め、非常時の備えを考える機会を

つくってくれました。ご家庭でも緊急避難時に防

災グッズの備蓄と災害時に家族が離ればなれの

場合の合流場所について確認をしておきましょう。

※三川小体育館は「 指 定 避 難 所 」、

東校舎屋上は「津波避難ビル等」に指定されています。

今週の話題 ☆お巡りさんや地域の交通安全指導の方に会ったら、元気に挨拶！
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全校児童を対象に募集した夏休みの自由研究は、ユニークな

発想やアイデア、創意工夫を凝らした作品がたくさんあり、とても

関心させられました。そして、この夏休みの科学工夫・論文の学

習成果発表する場として、９月９日（土）に、旭市児童生徒科学

品展が海上公民館で予定されていましたが、前日からの大雨警

報発令のため、一般公開は中止となりました。本校からは、学校

代表として厳選し出品した入賞作品を紹介します。なお、左記

の児童は、10月の後期始業式にて表彰いたします。

◇５年生稲刈り収穫体験＆にじいろ学級校外学習
5月の田植え体験から約４か月経過し、稲穂が

実り、収穫の時期を迎え、５年生で9月20日（水）

に稲刈り体験をしました。お米を作ることの大変さ

を実感するとともに、ここまで田の提供及び今年の

猛暑の厳しい中、田の世話をしてくださった地域ボ

ランティアの方々に改めて感謝いたします。

9月12日（火）､にじいろ学級で、小見川青少年自然

の家へ校外学習に行きました。今年度は、初体験の

モルックや石けん作りを体験しました。モルックではチ

ームごとに「○点を狙うといいよ。」と声をかけ合い､協

力して楽しく活動できました。石けん作りでは､１人１人

好きな色を選び､自分だけの石けんを作り、ふだんでき

石けんづくり モルック体験 ない貴重な体験ができました。

現在、読書賞授与者総数 ５3名

◇７月達成

（２年） ２名 （３年） ６名

（４年） ３名 （５年） １名 （６年） ２名

◇９月達成（９月２６日時点の達成）

（４年） ２名 （５年） １名 （６年） ２名

夏休み中の７月31日（月）に旭市子ども議会

が開催されました。一般質問を行ったのは市内

小中学校20校から各校代表1名ずつの子ども

議員で、議場で行われる定例会本番さながらの

一般質問の模擬体験をしました。

本校からは代表で、６年生の○○○さんが、

「コミュニティバスの運行見直しを」の提案を

立派な内容で行ってくれました。（質問内容及び答

弁は要約しています。参考：あさひ議会だよ

り第70号掲載より抜粋）

★千教研東総支会第二研究分会長賞
＊＊＊＊さん（２年)（論文）

「なぜ、雑草は生えるのかPART２」
★優秀賞 ＊＊＊＊さん（２年)（工作）
「お魚たちのかわいいダンス」
★優秀賞 ＊＊＊＊さん（５年）（工作）
「チンアナゴ」
★優秀賞 ＊＊＊＊さん（５年）（論文）
「ボトルフリップを100％成功させる方法」


